
開発教育全国研究集会～『市民性』を育む開発教育（尊重と共生の社会へ）

南北格差・環境・紛争・貧困など、地球上で起こっている諸問題はわたしたちの生活と無関係ではありません。開発
教育とは「知り・考え・行動する」という視点でその解決に取り組んでいく市民による教育活動です。33回目を迎える
今回の研究集会は初の北海道開催で、地域色あふれる楽しいワークショップと分科会、交流会が揃った二日間です。
ESD（持続可能な開発のための教育）、市民教育、国際理解などに関心のある方、初心者の方々の参加をお待ちして
います。なお、当協会は国際協力NGOや国連関係団体、地域の市民団体など約50の民間団体と教員など約700名の
個人で構成される教育NGOで、1982年に発足して以来、教材の発行（約30点）、講師派遣（年間150回）、参加型学習
の普及推進を行なっています。教材『ワークショップ版・世界がもし100人の村だったら』で2004年国際人権教材
アワード、教材『パーム油のはなし』で2014年度消費者教育教材資料表彰「優秀賞」を受賞しています。
●日　　時／  8月8日(土）10：00～18：00（18：40～自由参加の交流会）、8月9日(日）9：30～16：30
●場　　所／  北海道大学　人文・社会科学総合教育研究棟（W棟）
●交通機関／  地下鉄南北線「北12条駅」「さっぽろ駅」より徒歩15分程度
●そ  の  他／  参加費は前払い（サイトで公開している口座にお振込ください）。
  両日参加は一般￥6,000、DEAR会員￥5,000、学生￥2,000。
 1日のみ参加は一般￥4,000、DEAR会員￥3,000、学生￥1,000。
 ※交流会・エクスカーションは別途参加費がかかります（当日精算）。
●主　　催／  NPO法人開発教育協会　ホームページ  http://www.dear.or.jp/zenken2015/
●お問合せ／  北海道・実行委員会事務局（HIF 岡田）　メール  okada@hif.or.jp　TEL  011-211-5028　FAX  011-232-3833
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会議中の託児ボラ募集
隔月
第二日
「障がいがあってもなくても、地域で一緒に暮らすことが当たり前」という
ノーマライゼーションの考えは世界中に広まり異論を挟む人はいません。
しかし現実には多くの施設が存在し、教育の場では分離されています。
みんなで生活する共生の体験は子どものうちに必要で、また子どもの持っ
ている感性と力こそが、実社会のノーマライゼーションモデルになりえます。
「どんなに障害が重くても地域の学校へ・連絡会議」はこの考えのもと、
分離ではなくみんな一緒の「インクルーシブ教育」を目指しています。
「自分の住む地域の学校へ、きょうだいや友だちと同じ学校へ」の実現の
ために活動しています。私たちの例会中、子どもたちと一緒に過ごしてくれるボランティアさんを募集しています。
また、この会に関心を持たれた方からの連絡をお待ちしています。当会では障がいのあるお子さんが地域の学校へ通
う際の相談に応じており、すぐに解決できないこともありますが一緒に考えさせていただいています。会員（年会費3
千円）には会報誌を年6回送付し、活動状況・社会情勢・学校の情報などをお知らせしています。
●日　　時／  隔月の第2日曜日13：30～16：30
●お問合せ／  どんなに障害が重くても地域の学校へ・連絡会議＜担当：青野（あおの）＞
 メール  hinako.aono1201@jcom.home.ne.jp　
 TEL・FAX：011-841-1277　携帯：090-2878-0042
 ホームページ  http://area.schoolbus.jp/handicap/

契約自由の原則や、法人の秘密保持の観点から、

このような競業禁止の合意も一般的には有効とされ

ています。しかし、他方で、当該従業員にも職業選択の自由

があり、実際上も、いつまでも辞めた会社との合意に縛られ

るとするのは妥当ではありません。そこで、判例上は、競業

禁止の有効性は、当該従業員の退職前の地位、職務内容、秘

密の重要性と、競業が制限させる期間、内容、場所等を総合

考慮して、個別具体的に判断されることになっております。

よって、ご質問のケースも、このような競業禁止の合意が有

効か否かを一言で決することはできず、さらに具体的な内容

が検討されたうえで判断されることになります。

 下矢洋貴弁護士

 （佐々木総合法律事務所 TEL：011-261-8455）

私が代表を務めるＮＰＯ法人は、観光案内・町
おこしを業務としております。このたび、長年
勤めた従業員が退職することになりました
が、この従業員は、うちのＮＰＯ法人のノウハ
ウを全て知っているため、退職に際し、「退職
後１年間はライバル会社に就職しないこと、
これに反した場合は損害賠償を支払うこと」
を約束させて退職させました。このような合
意は有効ですか。

～NPOのちょっとした疑問にお答えします。～

法73

A

当コーナーは、北海道労働金庫社会貢献助成制度より助成を受けています。
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札幌信用金庫様

城宝和茂様

進藤芳彦様

株式会社土屋ホーム様

富永マサ子様

中道リース株式会社様

株式会社プリプレス・センター様

フルテック株式会社様

北雄ラッキー株式会社様

北海道銀行様

北海道新聞社様

松岡恭子様

森田雄二様

（サシス順）

月刊ボラナビの発行は、企業や個人の方々からの寄付金でまかなわれています。10,000円以上の寄付金や、この欄への
10,800円の寄付広告をいただいた際は、お名前をご紹介しています。また、札幌市のさぽーとほっと基金を介すれば、
個人・法人共に税控除・損金算入が可能です。問札幌市市民まちづくり局TEL：011-211-2964
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● 無料掲載枠と有料・広告枠への情報をお待ちしています。
料金はホームページ参照またはお問い合わせください。

● 掲載した団体様の声をサイトで紹介しています。
● 入稿はホームページの入稿フォーム、またはFAXや郵便
でお送りください。TEL・FAX ： 011-242-2042 
締切は毎月25日。次回は8月25日締切で10月号掲載です。
●ボラナビ倶楽部へのお振込み／加入者名「ボラナビ倶楽部」
　ゆうちょ銀行　02700-1-5671
　北洋銀行北七条支店　普通3662056
　北海道銀行札幌駅北口支店　普通0816050

ボラナビからのお知らせ


